
 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県の課題 

人口減少 
国立社会保障・人口問題研究所は、国全体として、い

くつもの特徴を示している中でも、特に、下記の＊に

注目している。 

＊ 2040 年の総人口はすべての都道府県で 2010 年

を下回る 

＊ 65 歳以上人口、75 歳以上人口は大都市圏と沖縄

県で大幅に増加する 

＊ 2040 年の総人口は、約７割の自治体で 2010 年

に比べ２割以上減少する 

＊ 2040 年には、65 歳以上人口が 40％以上を占め

る自治体が半数近くになる 

この特徴は宇陀地域でも顕著な数値として表れてお

ります。私たちは、いまからその備えを始めなければ

なりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この数字を単純に考えると。宇陀市、宇陀郡 2 村の人

口は 2040年にはほぼ半数の人口になることを示して

います。 

この時代が訪れた時、それぞれの市や村の行政はどの

ようになるのか、宇陀市は市としての名称や市行政と

しての立場を続けることができるのか。 

二つの村については、野迫川村、上北山村、下北山村

の今の姿を見ることで、自身の将来像を思い浮かべる

ことができる。 

この姿を、私たち個人の身近に置き換えてみると、ど

のようになると思われますか。単純計算で、今ある世

帯数の半分の数になるということです。 

 

期待できる 

リニア新幹線 
４月２０日。ＪＲ はもちろん国土交通省、衆議院、

参議院の議員や秘書を来賓として迎えて奈良県、県内

市町村長、沿線他府県の代表者が一堂に集まった。東

京名古屋間の着手は先行するとしても、竣工開業は東

京大阪が一挙に開通することに意味があり、収益性を

高め、幹線交通システムとしてのメリットがある。 

奈良駅の駅設置場所についての要望も出され、今年の

大会は熱気に包まれた。田中ただみつ議員は、特別の

支障がない限り毎年この会に出席しており、リニア新

幹線の実現に向け声援を送っています。 

主催者のねらい。都市再生の表題のもと、大阪府市の

発展を続けていくための具体論を、理事者を巻き込む

形で議論を展開していこうとする試みであった。出席

者は国土交通省近畿整備局建政部長、大阪市計画調整

局計画部長、株式会社三菱総合研究所地域研究本部主

席研究員、関西学院大学総合政策学部教授らの話題提

供やパネルディスカッションが行われました。 

議員の収支を報告 

議員個人の収支･資産報告 

県議会議員は、国会議員と同じように、昨年の所得と

他からの収入のもとを明らかにするための報告をし

ています。田中ただみつ議員の所得は、一昨年より多

くなっています。そのもとは、突然、親戚の社長が急

死したため、会社の経営をせざるを得なくなり報酬を

受けとったことによるものです。 

その会社は今年になってから、次の経営者にバトンタ

ッチすることができました。議員としてなんら固定資

産を持たないのに、銀行から 2 億円ほどの保証を迫ら

れストレスがたまりましたが、無事役目を終えること

ができました。各議員の所得は、この夏、議長から、

公表されます。 

不動産等の資産報告は昨年と変わらない結果となり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政治資金 

収支報告 
田中ただみつ後援会は、政治 

資金規正法に基づく収支の報 

告を行いました。田中ただみ 

つ議員の政治団体は「田中た 

だみつ後援会」です。 

昨年の後援会の収入は 

２,７７０,３１３円 

支出は、２,５１５,３７４円 

その主な内容は、事務所の運 

営、政治活動を進めるうえで 

の研修、広報、乗用車修理に 

かかわる出費等です。報告は奈良県選挙管理委員会に

提出し、毎年公表されています。 

政務調査費報告 
政務調査費は議員の政務調査を行う 

上で、必要な経費を認めると決めら 

れ、支出の目的が合致し、その枠内 

での県費の充当が認められるもので 

す。田中ただみつ議員は昨年度の使 

用金額は、３,６０４,９２０円でした。 

そのうち奈良県からの認定額は 336 

万円です。上回った額は、自己負担 

で会計処理しました。この報告は県議 

会議長に提出し、議会事務局が決めら 

れた日に公表しています。ただし、議 

会に報告していない政務調査費の支出 

は、ほかにもあります。 

県議会基本条例 

前前号で県議会基本条例の前文を掲載しました。 

今回からは、具体的な条文を少しずつですが掲載させ

ていただきます。 

第一章 総則(目的) 

第一条 この条例は、奈良県議会(以下「議会」と

いう。)の基本理念を明らかにし、奈良県議会議員(以

下「議員」という。)の責務及び役割、議会運営の原

則等議会に関する基本的事項を定めることにより、議

会が県民の信託に的確にこたえ、もって県民の福祉の

向上及び県勢の発展に寄与することを目的とする。 

(基本理念) 

第二条 議会は、県民を代表する機関として、その

機能を最大限に発揮することにより、地方自治の確立

を目指すものとする。 

2 議会は、多様な県民の意思の調整を図り、これを

県政に反映させるため、県民に開かれた運営に努める

ものとする。 

3 議会は、地方自治を取り巻く環境その他の社会情

勢が変化する状況の中にあって、常に県民の信託にこ

たえられるよう、議会改革を推進するものとする。 

県政ネットワーク発行者 

発行人 田中ただみつ 

所在地 〒633-2166 

宇陀市大宇陀 

迫間５１－３ 

電 話 0745-83-1188 

ＦＡＸ 0745-83-3272 

 

 

 

平成２５年６月号 

議
論
進
む
県
議
会
の
改
革
議
会
改
革
推
進

会
議
に
お
け
る
審
議
は
安
井
座
長
の
も
と
で
、
委
員
会
の
在
り

方
の
論
議
が
進
ん
で
い
る
。 

将来人口推計宇陀市の将来は 19167人（2040年） 大
宇
陀
高
校
創
立
九
十
周
年
式
典
が
、
今
年
十
一
月
初
旬

に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
旧
制
中
学
校
や
高
等
学
校 

の
帽
子
、
詰
襟
制
服
、
女
子
学
生
服
等
を
お
持
ち
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
学
校
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
電
話
番
号
は
、
八
三
―
一
〇
五
三
で
す
。 

尚
、
榛
生
昇
陽
高
等
学
校
の
九
十
周
年
式
典
は
、
昨
年
す
で
に
開
催
さ
れ
、
盛
大
か
つ
厳
粛
に

行
わ
れ
、
ご
案
内
を
い
た
だ
い
た
の
で
参
列
し
ま
し
た
。 

さ
が
し
て
い
ま
す 

★

印 

★

印 



 

     

平
成
二
十
四
年
二
月
議
会
は
、
二
月
二
十
七
日
召
集

さ
れ
た
。
毎
年
こ
の
会
期
に
お
い
て
は
、
来
年
度
（
平

成
二
十
五
年
度
）
予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
す
。 

県
や
市
町
村
の
行
政
は
、
議
会
で
決
め
ら
れ
た
予
算

に
従
い
運
営
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
た
め
、
予
算

が
ど
の
よ
う
に
審
議
さ
れ
る
の
か
が
担
当
者
に
と

っ
て
新
し
い
年
度
に
お
い
て
、
職
務
遂
行
の
上
で
、

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

県
議
会
と
し
て
は
、
年
間
を
通
し
て
最
大
の
重
要
案

件
で
あ
る
こ
と
か

ら
、予
算
審
査
特
別

委

員

会

が

構

成 

さ
れ
、
二
十
五
年
度

予
算
に
つ
い
て
集

中

的

に

審

議

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
い
ま
し
た
。 

田
中
た
だ
み
つ
議

員
は
、
予
算
審
査
特

別
委
員
長
に
推
薦

さ
れ
、
三
月
十
二
日

か
ら
三
月
十
九
日

ま
で
、
奈
良
県
の
収

入
、
支
出
の
各
般
に

わ
た
り
委
員
長
と

し
て
、
審
議
を
取
り

仕
切
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

最
終
日
、
本
会

議
に
お
い
て
、

委
員
長
と
し
て

予
算
委
員
会
の

経
過
と
結
果
の

報
告
を
行
っ
た
。

奈
良
県
予
算
は
、

議
会
本
会
議
に

お
い
て
可
決
成

立
し
、
運
用
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

                                            

警
察
署
統
合
に
つ
い
て 

警
察
署
の
統
合
に
関
し
て
、
奈
良
署
が
新
し
い
場
所

で
の
設
置
が
な
さ
れ
る
と
き
に
合
わ
せ
て
、
桜
井
署

と
宇
陀
署
の
統
合
を
行
い
た
い
と
の
、
時
期
に
つ
い

て
の
提
示
が
あ
り
ま
し
た
。 

県
内
で
、
天
理
署
と
田
原
本
署
、
吉
野
署
と
中
吉
野

署
の
統
合
の
三
地
域
を
同
時
に
行
お
う
と
す
る
も

の
で
す
。 

警
察
本
部
の
説
明
で
は
、
六
月
議
会
に
お
い
て
、
警

察
署
の
設
置
条
例
の
改
正
を
上
程
し
、
決
定
し
た
い

と
の
申
し
出
で
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
申
し
出
の
席
で
田
中
議
員
は
、
宇
陀
署
に
つ
い

て
の
、
今
日
ま
で
の
い
き
さ
つ
と
、
今
な
お
、
宇
陀

署
の
存
続
を
希
望
し
て
い
る
旨
の
意
見
と
、
新
し
い

警
察
署
の
名
称
に
つ
い
て
、
面
積
的
に
は
広
大
な
宇

陀
地
域
を
抱
え
る
警
察
署
と
し
て
の
役
割
を
担
う

意
味
か
ら
、
宇
陀
の
地
名
も
取
り
入
れ
た
も
の
に
さ

れ
た
い
と
の
希
望
を
述
べ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、

警
察
本
部
に
宇
陀
の
思
い
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。 

ほ
か
の
地
域
を
含
め
、
説
明
で
は
、
天
理
署
、
桜
井

署
、
吉
野
署
と
す
る
と
の
話
で
し
た
。 

宇
陀
土
木
事
務
所
に
つ
い
て 

一
方
、
宇
陀
土
木
事
務
所
に
関
し
て
、
総
務
部
及
び

県
土
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
部
（
旧
名
称
・
土
木
部
）
か

ら
は
、
宇
陀
土
木
事
務
所
と
し
て
、
存
続
す
る
旨
の

返
事
が
あ
り
ま
し
た
。 

土
木
事
務
所
が
な
く
な
る
と
、
大
変
な
こ
と
に
な
る

と
の
心
配
を
さ
れ
る
方
々
か
ら
、
多
角
的
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

地
域
の
方
々
の
ご
意
見
を
集
約
す
る
立
場
と
し
て

皆
様
の
お
気
持
ち
を
お
伝
え
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
併
せ
て
、
宇
陀
土
木
事
務
所
管
内
の

先
輩
方
や
関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
、
県
行

政
の
関
係
者
に
働
き
か
け
を
い
た
だ
い
た
結
果
と

し
て
、
総
合
的
に
判
断
が
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。 

現
在
あ
る
宇
陀
土
木
事
務
所
の
建
物
は
、
耐
震
基
準

に
達
し
て
い
な
い
の
で
、
宇
陀
市
の
菟
田
野
地
域
事

務
所
が
耐
震
基
準
を
達
成
し
て
い
る
の
で
菟
田
野

へ
、
移
り
た
い
と
の
希
望
が
奈
良
県
と
宇
陀
市
か
ら

提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

大
宇
陀
地
域
の
方
々
か
ら
は
、
大
宇
陀
地
内
で
の
継

続
設
置
を
望
む
声
が
根
強
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
宇
陀
土
木
事
務
所
が
橿
原
市
内
に
移
さ
れ
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
宇
陀
市
内
に
残
す
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
以
っ
て
、
皆
様
の
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
か
と
思
い
ま
す
。 

                   

特
別
会
計
の
区
分
だ
け
を
列
挙
す
る
と
、 

 

公
立
大
学
法
人
奈
良
県
立
医
科
大
学
関
係
経
費 

 

奈
良
県
営
競
輪
事
業
費 

 

奈
良
県
自
動
車
駐
車
場
費
（
観
光
駐
車
場
） 

 

奈
良
県
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金 

 

奈
良
県
農
業
改
良
資
金
貸
付
金 

 

奈
良
県
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付
金 

 

奈
良
県
証
紙
収
入 

 

奈
良
県
流
域
下
水
道
事
業
費 

 

奈
良
県
林
業
改
善
資
金
貸
付
金 

奈
良
県
中
央
卸
売
市
場
事
業
費 

 

奈
良
県
公
債
管
理 

 

奈
良
県
育
成
奨
学
金
貸
付
金
。
以
上
の
十
二
区
分

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
企
業
会
計
は 

 
奈
良
県
水
道
用
水
供
給
事
業
費 

 

奈
良
県
病
院
事
業
費 

の
二
区
分
で
す
。
特
別
会
計
の
う
ち
、
宇
陀
市
と
特

に
か
か
わ
り
が
あ
る
も
の
は
、
奈
良
県
流
域
下
水
道

事
業
費
の
特
別
会
計
で
す
。 

宇
陀
市
が
合
併
後
十
年
を
経
過
し
た
後
は
、
榛
原

に
あ
る
宇
陀
川
流
域
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
、
宇
陀
市
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
奈
良
県

は
宇
陀
市
へ
の
移
行
後
に
備
え
て
、
施
設
の
機
器
設

備
の
点
検
を
行
い
、
修
理
、
改
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
移
管
後
の
運
転
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
、
移
管
直
後
か
ら
の
大
規
模
改
修
を
行
わ
な

く
て
も
良
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
移
行
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
企
業
会
計
の
う
ち
、
奈
良
県
水
道
用
水
供

給
事
業
費
に
関
し
て
は
、
鳥
見
山
に
県
営
水
道
の
タ

ン
ク
を
設
置
し
榛
原
か
ら
室
生
へ
の
水
道
管
の
敷

設
を
行
っ
て
い
ま
す
。
室
生
地
域
は
い
ま
ま
で
簡
易

水
道
に
頼
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
幹
線
が
室
生

へ
延
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
営
の
水
道
が
室
生
地

区
に
供
給
さ
れ
水
質
、
水
量
に
安
心
感
を
維
持
で
き

ま
す
。 

東
部
振
興
計
画 

 

ア
ニ
マ
ル
パ
ー
ク
に
つ
い
て
、
開
園
当
初
の
入
場

者
数
が
三
万
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
が
、
今
年
は
十
六

万
人
を
見
込
め
る
と
こ
ろ
ま
で
、
利
用
促
進
が
進
み

ま
し
た
。
市
内
近
隣
の
子
供
だ
け
で
な
く
、
県
内
の

子
供
た
ち
に
命
の
大
切
さ
を
体
感
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
た
地
元
活
動
成
果
が
実

り
、
施
設
の
充
実
が
図
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
予
算
の
中
で
、
来
園
者
に
対
応
す
る
た
め

の
施
設
の
充
実
を
求
め
、
遊
具
と
し
て
の
滑
り
台
や
、

昼
食
を
と
る
た
め
の
施
設
整
備
等
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

県
教
育
委
員
会 

室
生
高
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
方
針
が
定
ま
り

ま
し
た
。
奈
良
県
の
橿
原
考
古
学
研
究
所
に
保
存
さ

れ
て
い
る
出
土
品
他
多
く
の
古
代
史
を
解
き
明
か

す
資
料
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
資
料
を
旧
室
生
高
校

の
建
物
を
利
用
し
て
、
保
存
や
展
示
を
し
ま
す
。 

又
、
集
会
を
も
で
き
る
施
設
と
し
て
の
利
用
も
考

え
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
荒
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
の
近
隣
周
辺
の
方
々
の
心
配
事
が
解
消
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

県

議

会

報

告 

 

田 中 た だ み つ 議 員 

２月議会で予算委員長つとめる 

平成 25年予算額 
一般会計当初予算  4551 億 39 百万円 

特別会計予算    1560 億 86 百万円 

企業会計予算     418 億 35 百万円 

合計        6530 億 60 百万円 

追加された昨年度補正 

平成２４年度補正予算 327 億 74 百万円 

 

予

算

委

員

会

は
、
自
民
党
会

派
が
三
人
、
自

民
党
改
革
が
二

人
、
民
主
党
会

派
が
二
人
、
他

各
会
派
が
一
人

づ
つ
の
割
合
で

構
成
さ
れ
た
。

合
計
十
二
人
。

起
立
者
は
荒
井

知
事
。
予
算
の

説
明
中
。 


